
【様式第2号】

(単位：円)

岩瀬小学校 川俣小学校 新郷第一小学校 新郷第二小学校 羽生北小学校 平均

  経常費用 54,029,324 46,237,113 46,963,585 34,467,787 95,762,177 55,491,997

    業務費用 52,303,314 45,040,413 45,748,775 33,222,427 93,946,147 54,052,215

      人件費 6,003,542 4,530,105 2,484,474 3,180,055 6,681,094 4,575,854

        職員給与費 4,881,500 4,184,143 2,092,072 2,789,429 5,578,858 3,905,200

        賞与等引当金繰入額 - - - - - -

        退職手当引当金繰入額 - - - - - -

        その他 1,122,042 345,962 392,402 390,626 1,102,236 670,654

      物件費等 46,299,772 40,510,308 43,264,301 30,042,372 87,265,053 49,476,361

        物件費 24,892,826 22,229,147 19,468,164 18,746,777 29,100,061 22,887,395

        維持補修費 813,555 2,635,513 409,416 574,600 929,282 1,072,473

        減価償却費 20,593,391 15,645,648 23,386,721 10,720,995 57,235,710 25,516,493

        その他 - - - - - -

      その他の業務費用 - - - - - -

        支払利息 - - - - - -

        徴収不能引当金繰入額 - - - - - -

        その他 - - - - - -

    移転費用 1,726,010 1,196,700 1,214,810 1,245,360 1,816,030 1,439,782

      補助金等 1,726,010 1,196,700 1,214,810 1,245,360 1,816,030 1,439,782

      社会保障給付 - - - - - -

      他会計への繰出金 - - - - - -

      その他 - - - - - -

  経常収益 12,170,919 3,726,481 4,497,529 4,393,042 12,243,819 7,406,358

    使用料及び手数料 - - - - - -

    その他 12,170,919 3,726,481 4,497,529 4,393,042 12,243,819 7,406,358

純経常行政コスト 41,858,405 42,510,632 42,466,056 30,074,745 83,518,358 48,085,639

  臨時損失 -

    災害復旧事業費 -

    資産除売却損 -

    投資損失引当金繰入額 -

    損失補償等引当金繰入額 -

    その他 -

  臨時利益 -

    資産売却益 -

    その他 -

純行政コスト 41,858,405 42,510,632 42,466,056 30,074,745 83,518,358 48,085,639

岩瀬小学校 川俣小学校 新郷第一小学校 新郷第二小学校 羽生北小学校 平均値
児童数 336 94 116 108 340 199
児童一人あたり純行政コスト 124,579 452,241 366,087 278,470 245,642 293,404

行政コスト計算書
自　令和4年4月1日
至　令和5年3月31日
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・維持向上領域

児童数が多く、児童一人当たりのコストが少ないため現状を維持しつつ児童数

の増加やコストの効率化を目指す。

・コスト見直し領域

児童数は多いが、児童一人あたり純行政コストが高いため運営体制の見直しなど

を行い行政の効率化の検討が必要です。

・利用度強化領域

運営は効率的に行われていますが、児童数向上に課題がある。

・必要性検討領域

移転、解体、統合を検討。


